
 

令和７年度授業改善推進プラン（特別支援学級） 

 
 

武蔵村山市立第十小学校（ めじろ学級 ） 

目 指 す 授 業 

〇個々の実態に合わせて、今できることを力にする。 

〇個々の実態に合わせて、挑戦したことない初めての課題にも取り組んでいく。 

〇小集団で学ぶ楽しさを経験させる。 

教科 ① 児童・生徒の実態・課題 ② 授業改善の取組 ③ 取組結果 

国
語 

・生活の経験不足などの理由から、知っている

語彙が少ない。 

・話を聞いたり、文章を読んだりして、内容を

イメージすることが難しい。 

・不登校を経験している児童が多く、集団で学

習する経験が乏しい。 

・しりとりや、言葉あつめなどの言葉遊びを

通して、語彙の習得を目指す。 

・文章を短く区切りながら聞き取らせる。ま

た、文章の様子を表した場面絵などを 用

いた読み取り活動に取り組ませる。 

・話し合い活動を取り入れ、他者と話しなが

ら学習する楽しさを経験させる。 

・取り組みの結果、語彙が増えた児童が多い。 

・分かち書きされた文章を読むことや、映像

教材を取り入れていくことで、文章を読

み、内容を理解する児童が増えてきた。 

・不登校気味の児童が、学習する楽しさを感

じて学校へ来る日が増えてきた。 

 

算
数
・
数
学 

・数の概念の理解が難しい。 

・文章問題を読み、正しく立式し、解くことが

難しい。 

・既習事項を忘れてしまい、定着することが難

しい。 

・具体物や半具体物を用いた学習や、タブレ

ット端末などを使い、視覚的に分かるよう

に工夫をする。 

・文章問題の場面を具体的に表し、内容をと

らえさせる。具体物や半具体物などの操作

を通して、正しく立式し解くことができる

ようにする。 

・個別の課題の時に、既習事項の問題を交え

ながら繰り返し学習するようにする。 

・その場の理解には繋がったが、本質的な理

解にはまだ課題が残る。 

・文章問題に取り組んでみたものの、正しく

立式できない児童が多い。能力的に難しい

と考えられるため、パターン化する内容の

みでの立式を身に付けさせた。 

・繰り返し学習することで、九九の習熟が進

んだ児童も多かった。既習をもとに、次の

学習に取り組むことができた。 

 


